
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表示手段を備えたデジタルカメラにおいて、

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタルカメラに関し、特に表示装置を備えたデジタルカメラにおいて、記録

10

20

JP 3620146 B2 2005.2.16

被写体を撮像する撮像手段と、
この撮像手段により撮像した画像を記憶する記憶手段と、
この記憶手段に記憶した画像を再生し、前記表示手段に表示させる再生手段と、
入力手段と、
所望の画像を選択する際に、前記記憶手段に記憶された画像のうちの１つの画像を前記再
生手段によって前記表示手段に表示させるとともに、前記入力手段への入力にもとづいて
所望の画像を選択させる選択手段と、
この選択手段により選択された画像の再生する順番を並び替える際に、前記記憶手段に記
憶された画像データのうちの複数の画像を同時に前記再生手段によって前記表示手段に表
示させるとともに、前記入力手段の入力によって前記再生手段に表示されている前記複数
の画像のうちの 1つを選択させることで、前記選択手段によって選択された所望の画像の
再生する順番の並び替え位置を決定する並び替え手段と、
を備えたことを特徴とするデジタルカメラ。



媒体に記録された画像の並び替えが可能なデジタルカメラに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近時、撮像した画像をフィルムの代わりに電子的に記憶するデジタルカメラ（電子カメラ
）が普及している。かかるデジタルカメラは、撮影者がシャッターを押すと、レンズを通
った被写体の画像がＣＣＤ素子によって捕捉され、カメラ内部の回路を通じて内部の記録
媒体に書き込まれる。そして、この記録媒体に書き込まれた画像を再生する。
【０００３】
最近では、液晶などの表示装置を一体的に備え、撮影現場で直ちに撮影画像を再生できる
デジタルカメラも実用化されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ここで、画像を整理するため、記録されている画像の順番或いは再生する順番を変えたい
場合がある。
しかしながら、従来のデジタルカメラにあっては、記憶媒体に記録された画像データの順
番の入れ替えは、撮影済の複数枚の画像データを全てパソコン等の外部編集装置に転送し
、デジタルカメラの記憶媒体に記憶された画像データを全て消去した後、パソコン等の外
部編集装置からモニタで画像を見ながら、１枚づつ順次、デジタルカメラに転送すること
により行っていたため、パソコン等の外部の編集装置がなければ画像の順番を並び替える
ことができないという問題があった。
【０００５】
そこで、本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、撮影して記録媒体に記録した
画像の並び替えが可能なデジタルカメラを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
請求項 1記載の発明は、

上記課題を解決する。
【０００７】
即ち、請求項１記載の発明によれば、表示手段を備えたデジタルカメラであって、撮像手
段により被写体を撮像し、記憶手段にこの撮像手段により撮像した画像データを記憶し、
再生手段はこの記憶手段に記憶した画像データを再生して表示手段に表示し、選択手段は
この再生手段により再生されている画像データを選択し、そして、並び替え手段はこの選
択手段により選択された画像データの順番を並び替える。
【０００８】
従って、デジタルカメラの表示手段に表示されている画像を見ながら画像の順番を並び替
えることができ、操作者の使い勝手が良くなる。
【００１４】

【００１５】
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表示手段を備えたデジタルカメラにおいて、被写体を撮像する撮
像手段と、この撮像手段により撮像した画像を記憶する記憶手段と、この記憶手段に記憶
した画像を再生し、前記表示手段に表示させる再生手段と、入力手段と、所望の画像を選
択する際に、前記記憶手段に記憶された画像のうちの１つの画像を前記再生手段によって
前記表示手段に表示させるとともに、前記入力手段への入力にもとづいて所望の画像を選
択させる選択手段と、この選択手段により選択された画像の再生する順番を並び替える際
に、前記記憶手段に記憶された画像データのうちの複数の画像を同時に前記再生手段によ
って前記表示手段に表示させるとともに、前記入力手段の入力によって前記再生手段に表
示されている前記複数の画像のうちの 1つを選択させることで、前記選択手段によって選
択された所望の画像の再生する順番の並び替え位置を決定する並び替え手段とを備えたこ
とにより

また、選択手段で並び替え元を選択するとき表示手段に一度に１画像を表示させ、選択手
段で並び替え先を選択するとき表示手段に一度に複数画像を表示させので、表示手段で表
示されている並び替え先を素早く簡単に選択することができる。



【発明の実施の形態】
以下、図１～図１１を参照して本発明が適用される好適な実施の形態を説明する。
図１～図１１は、本発明のデジタルカメラの一実施の形態を示す図である。
【００１６】
先ず、構成を説明する。
図１は、本実施の形態のデジタルカメラの外観構成を示す斜視図である。
図１に示す如く、デジタルカメラ１は、本体部２とカメラ部３とに分割された２つのブロ
ックから構成される。
本体部２のケース４内には、ＬＣＤ（液晶表示装置）６が設けられており、このＬＣＤ６
は、ケース４の前面側に向けられている。
【００１７】
また、カメラ部３のケース５内の上部には、撮像レンズ７が設けられており、この撮像レ
ンズ７は、ケース５の背面側に向けられている。
【００１８】
そして、本体部２は、ケース４の上面に、電源スイッチ８、「シャッター」キー９、［Ｄ
ＥＬ」キー１０、「＋」キー１１、「－」キー１２、「ＤＩＰ（ディスプレイ）」キー１
４、及び「ＺＯＯＭ」キー１５等を備えると共に、開閉蓋１７内に、図示しない外部電源
端子、ビデオ出力端子、ディジタル端子を備えている。
更に、ケース４の前面に、ファンクション切替キー１８を備えており、ケース４の下面に
は開閉式の電池蓋（図示せず）が設けられている。
【００１９】
そして、このカメラ部３は、本体部２に対して撮影者による左手操作側の側面に配置され
て、本体部２に対して前方９０°、後方に１８０°回動可能に組み付けられている。
【００２０】
図２は、図１に示した、デジタルカメラ１の回路構成を示すブロック図である。
図２は、本発明の実施の形態のデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
図２に示すデジタルカメラ１は、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｉｖｉｃｅ
）２０、Ａ／Ｄ変換器２２、駆動回路２３、タイミングジェネレータ２４、ＤＲＡＭ２５
、圧縮／伸長回路２６、フラッシュメモリ２７、ＲＯＭ２８、ＲＡＭ２９、キー入力部３
０、ＣＰＵ３１、シグナルジェネレータ３２、ＶＲＡＭ（Ｖｉｄｅｏ　ＲＡＭ）３３、Ｄ
／Ａ変換器３４、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）６、及びＩ
／Ｏポート３６等から構成されている。
【００２１】
ＣＣＤ２０は、撮像レンズ７で結像した被写体の映像信号を受光し、そして、受光面上に
配された各転送電極毎に受光量に比例した電荷を蓄積し、駆動回路２３により供給される
駆動信号に応じて、各転送電極に蓄えられた蓄積電荷を電気信号（アナログ信号）として
、１電極づつ順次、バッファ２１を介してＡ／Ｄ変換器２２に出力する。
【００２２】
Ａ／Ｄ変換器２２は、ＣＣＤ２０から出力される電気信号をディジタル信号に変換し、得
られるデジタル画像データを、タイミングジェネレータ２４に供給する。
【００２３】
駆動回路２３は、タイミングジェネレータ２４から供給されるタイミング信号に基づいて
ＣＣＤ２０の露光及び読み出しタイミングを駆動制御する。
【００２４】
タイミングジェネレータ２４は、駆動回路２３を制御するタイミング信号を発生する。
【００２５】
ＤＲＡＭ２５は、取り込んだ画像データを一時的に記憶する半導体メモリである。
【００２６】
圧縮／伸長回路２６は、ＤＲＡＭ２５に格納された画像データを符号化により圧縮処理す
るとともに、フラッシュメモリに記憶されている圧縮された画像データを復号化して伸長
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処理する。
【００２７】
フラッシュメモリ２７は、ＤＲＡＭ２５に記憶される画像データを圧縮／伸長回路２６に
より圧縮された画像データを記憶するものであり、９６枚の画像データを記憶可能である
。
図３は、フラッシュメモリ２７のデータ構造の一例を示している。図３に示す如く、フラ
ッシュメモリ２７は、画像データの並び順を管理するヘッダ部（アドレステーブル）と、
画像データが実際に記憶される実画像データ部とからなっており、ヘッダ部は、何枚目（
１～９６枚）かを示す順番データと実画像データ部の画像データの先頭アドレス（アドレ
スデータ）とが対応づけれらて格納されている。
また、図３に示す例では、１枚目の画像は画像データ１、２枚目は画像データ３、３枚目
は画像データ４、４枚目は画像データ５、５枚目は画像データ７・・・、９枚目は画像デ
ータ６、１０枚目は画像データ２、・・・９６枚目は画像データ９６が夫々対応している
。
【００２８】
ＲＯＭ２８は、デジタルカメラ１内で利用されるプログラムやデータ等を格納する。また
、ＲＡＭ２９は、ＣＰＵ３１によって実行される各種処理におけるワークメモリを形成す
ると共に、後述する画像移動処理において、フラッシュメモリ２７に格納されるヘッダ部
のアドレスデータを一時的に格納するＴＥＭＰバッファ領域を有している。
【００２９】
キー入力部３０は、図１に示す「＋」キー１１、「－」キー１２、「ＤＥＬ」キー１０、
「ＤＳＰ」キー１４、「ＺＯＯＭ」キー１５等を含み、電子カメラ１における各種処理の
選択に際して操作者が指示するためのものである。
【００３０】
ＣＰＵ３１は、ＲＯＭ２８に記憶された各種プログラムに基づいて、ＲＡＭ２９の所定領
域を作業領域に使用しつつ、キー入力部３０の各キーの操作に応じた処理を実行して、デ
ジタルカメラ１の各部を制御する。
【００３１】
また、ＣＰＵ３１は、キー入力部３０の「シャッター」キー９が操作されると、画像デー
タ記憶処理を実行して、タイミングジェネレータ２４に映像取り込み信号を発生して、Ｃ
ＣＤ２０から映像を取り込みＤＲＡＭ２５に一旦記憶させる。このＤＲＡＭ２５に記憶さ
れた画像データに対して、色演算処理をして、映像信号から輝度信号と色信号とを作成し
、この輝度信号と色信号を圧縮／伸長回路２６に転送して、輝度信号と色信号のデータを
圧縮させ、この圧縮された画像データをフラッシュメモリ２７に記憶する。
【００３２】
また、ＣＰＵ３１は、キー入力部３０の「ＤＩＰ」キー１４が操作されると、画像再生処
理を実行して、フラッシュメモリ２７から所定の圧縮した画像データ（圧縮輝度信号と色
信号）を読み出して、圧縮／伸長回路２６に転送し、この圧縮／伸長部回路２６で伸長さ
れた輝度信号と色信号とをシグナルジェネレータ３２に転送し、シグナルジェネレータ３
２にビデオ信号に変換させた後、ＬＣＤ６に表示する。
【００３３】
そして、ＣＰＵ３１は、詳細には後述する画像並び替え処理を実行して、フラッシュメモ
リ２７のヘッダ部のアドレスデータの並び替えを行う（図４参照）。
【００３４】
シグナルジェネレータ３２は、デジタル画像データに同期信号を付加してデジタルビデオ
信号を作成する。
【００３５】
ＶＲＡＭ３３は、シグナルジェネレータ３２で生成されたビデオ信号を記憶するメモリで
ある。
【００３６】
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Ｄ／Ａ変換器３４は、シグナル・ジェネレータ３２から出力されたデジタルのビデオ信号
をアナログのビデオ信号に変換する。
【００３７】
ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）６は、入力されたビデオ信号
に基づいて液晶を駆動して映像信号を表示する。
【００３８】
Ｉ／Ｏポート３６は、ＣＰＵ３１でシリアル信号に変換された画像データなどを入出力す
るインターフェースであり、ＦＤＤ装置やパソコン等の外部装置が接続可能である。
【００３９】
次に、本実施の形態のデジタルカメラの動作を説明する。
【００４０】
図４は、デジタルカメラ１において、ＣＰＵ３１の制御により実行される画像並び替え処
理を説明するためのフローチャートであり、図５～図７は、ＬＣＤ６の表示画面の表示例
を示す図である。以下、図４のフローチャートに基づいて、図５～図７を参照しつつかか
る画像移動処理を説明する。
【００４１】
先ず、デジタルカメラの電源が投入されている状態で、キー入力部３０の「ＤＥＬ］キー
１０が押下されると、ＬＣＤ６には、図５の如き、メニュー画面である”＋：ＤＥＬＥＴ
Ｅ（削除）／－：ＭＯＶＥ（移動）”の画面が表示される（ステップＳ１）。
【００４２】
次いで、ＣＰＵ３１は、移動（ＭＯＶＥ）を選択する「－」キー１２が押下されたか否か
を判断し（ステップＳ２）、「ー」キー１２が押下されない場合は、画像データを削除す
る削除処理を実行する（ステップＳ１１）。
【００４３】
一方、ステップＳ２で、「ー」キー１２が押下された場合は、図６の如き、移動元画像選
択画面が表示され、「＋」「－」キー１１、１２が操作されて移動元画像が選択されると
（ステップＳ３）、図６の表示画面例に示す如く、上記選択された移動元画像の”画像”
が表示される。
【００４４】
次いで、ＣＰＵ３１は、移動元画像を確定する「シャッター」キー９が押下されたか否か
を判断し（ステップＳ４）、「シャッター」キー９が押下されていない場合は、ステップ
Ｓ３に移行する一方、「シャッター」キー９が押下された場合は、選択された画像が移動
元画像（移動対象画像）と確定され、ＣＰＵ３１は、フラッシュメモリ２７のヘッダ部か
ら移動元画像の先頭アドレスのデータを読み出して、ＲＡＭ２９のＴＥＭＰバッファ領域
に一時的に格納する（ステップＳ５）。
【００４５】
そして、図７の如き、９分割画面”画像１～画像９”が表示され、「＋」「ー」キー１１
、１２の操作で画像下に白塗りが移動し、移動先画像選択される（ステップＳ７）。図７
に示す表示例では、白塗りが画像１の下に移動して、画像１が選択されている。
【００４６】
次いで、ＣＰＵ３１は、移動先画像を確定する「シャッター」キー９が押下されたか否か
を判断し（ステップＳ８）、「シャッター」キー９が押下されていない場合は、ステップ
Ｓ６に移行する一方、「シャッター」キー９が押下された場合は、選択された画像が移動
先画像と確定され、ステップＳ９に移行する。
【００４７】
ステップＳ９では、移動元から移動先までのフラッシュメモリ２７のヘッダ部の先頭アド
レスデータをずらし、移動先のヘッダ部のアドレスにＲＡＭ２９に一次的に格納されたア
ドレスデータを格納して（ステップＳ１０）、当該画像並び替え処理を終了する。尚、上
記各操作中に「ＤＥＬ」キー１０により移動を中止することができる。
【００４８】
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そして、上記画像移動処理による画像データの移動例を図８～図１１に基づいて説明する
。尚、フラッシュメモリ２７には、前記図３に示した構造のデータが格納されているもの
とする。
【００４９】
図８及び図９は、３枚目の画像を１０枚目の前に移動させる例を示す。
先ず、メニュー画面が選択されている状態で、「＋」「ー」キー１１、１２の操作により
移動元画像として画像３が選択されて（ステップＳ３）、「シャッター」キー９が押下さ
れて移動元画像が確定すると（ステップＳ４）、図８に示す如く、３枚目のアドレスデー
タをＲＡＭ２９のＴＥＭＰバッファ領域に一時的に格納し（ステップＳ５）、移動先であ
る１０枚目の画像を選択すると（ステップＳ７、Ｓ８）、４～９枚までのアドレスデータ
を夫々３～８に移動し（ステップＳ９）、次いで、ＲＡＭ２９のＴＥＭＰバッファ領域に
格納した３枚目のアドレスデータを９枚目の位置に格納する（ステップＳ１０）。かかる
移動の結果、ヘッダ部とデータ部との対応は図９の如く、１枚目の画像は画像データ１、
２枚目は画像データ３、３枚目は画像データ５、４枚目は画像データ７、５枚目は画像デ
ータ８、６枚目は画像データ９、７枚目は画像データ１０、８枚目は画像データ６、９枚
目は画像データ２、１０枚目は画像データ２、１１枚目は画像データ１１、・・・・９６
枚目は画像データ９６が夫々対応し、３枚目の画像が１０枚目の画像の前に移動される。
【００５０】
図１０及び図１１は、１０枚目の画像を３枚目の前に移動させる例を示す。
先ず、メニュー画面が選択されている状態で、「＋」「ー」キー１１、１２の操作により
移動元画像として画像１０が選択されて（ステップＳ３）、「シャッター」キー９が押下
されて移動元画像が確定すると（ステップＳ４）、図１０に示す如く、１０枚目のアドレ
スをＲＡＭ２９のＴＥＭＰバッファに一時的に格納し（ステップＳ５）、移動先である３
枚目の画像を選択すると（ステップＳ７、Ｓ８）、３～９枚までのアドレスデータを夫々
４～１０に移動し（ステップＳ９）、次いで、ＲＡＭ２９に格納した１０枚目のアドレス
データを３枚目の位置に格納する（ステップＳ１０）。かかる移動の結果、ヘッダ部とデ
ータ部との対応は図１１の如く、１枚目の画像は画像データ１、２枚目は画像データ３、
３枚目は画像データ２、４枚目は画像データ４、５枚目は画像データ５、６枚目は画像デ
ータ７、７枚目は画像データ８、８枚目は画像データ９、９枚目は画像データ１０、１０
枚目は画像データ６、１１枚目は画像データ１１、・・・・９６枚目は画像データ９６が
夫々対応し、１０枚目の画像が３枚目の画像の前に移動される。
【００５１】
以上説明したように、本実施の形態では、ＬＣＤ６に分割表示された複数の画像データの
中から、移動対象と移動先の画像が指定されると、フラッシュメモリ２７のヘッダ部から
は、移動対象として指定された画像データに対応するアドレスデータを読み出して、ＲＡ
Ｍ２９のＴＥＭＰバッファ領域に一時的に格納すると共に、移動元から移動先までの先頭
アドレスデータをずらして、空いた移動先にＲＡＭ２９のＴＥＭＰバッファ領域に一時的
に格納されていたアドレスデータを格納して画像データの移動を行う構成である故、デジ
タルカメラ内で、画像データの並び換えが可能となる。
【００５２】
尚、上記した実施の形態では、フラッシュメモリ２７にヘッダ部（アドレステーブル）を
格納する構成としたが、ＲＡＭ２９にヘッダ部を格納する構成としても良い。
【００５３】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１記載の発明によれば、デジタルカメラの表示手段に表示さ
れている画像を見ながら画像の順番を並び替えることができ、操作者の使い勝手が良くな
る。
【００５５】

10

20

30

40

50

(6) JP 3620146 B2 2005.2.16

また、選択手段で並び替え元を選択するとき表示手段に一度に１画像を表示させ、選択手
段で並び替え先を選択するとき表示手段に一度に複数画像を表示させので、表示手段で表



【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係るデジタルカメラの外観構成を示す斜視図。
【図２】図１のデジタルカメラの回路構成を示すブロック図。
【図３】図２のフラッシュメモリに格納されるデータの構造の一例を示す図。
【図４】図２のＣＰＵにより実行される画像並び替え処理を説明するためのフローチャー
ト。
【図５】図４の画像並び替え処理でＬＣＤに表示される画面の表示例１を示す図。
【図６】図４の画像並び替え処理でＬＣＤに表示される画面の表示例２を示す図。
【図７】図４の画像並び替え処理でＬＣＤに表示される画面の表示例３を示す図。
【図８】図４の画像並び替え処理による画像データの移動例を説明するための図。
【図９】図４の画像並び替え処理による画像データの移動例を説明するための図。
【図１０】図４の画像並び替え処理による画像データの移動例を説明するための図。
【図１１】図４の画像並び替え処理による画像データの移動例を説明するための図。
【符号の説明】
１　　　　デジタルカメラ
４、５　　ケース
６　　　　ＬＣＤ
７　　　　撮像レンズ
８　　　　「電源」キー
９　　　　「シャッター」キー
１０　　　「ＤＥＬ」キー
１１　　　　　　「＋」キー
１２　　　　　　「－」キー
１３　　　　　　「ＭＯＤＥ」キー
１４　　　　　　「ＤＩＳ」キー
１５　　　「ＺＯＯＭ」キー
１６　　　「ＰＲＯＴＥＣＴ］キー
１７　　　　　　開閉蓋
１８　　　　　　ファンクション切換キー
２０　　　ＣＣＤ
２２　　　Ａ／Ｄ変換器
２３　　　駆動回路
２４　　　タイミングジェネレータ
２５　　　ＤＲＡＭ
２６　　　圧縮／伸長回路
２７　　　フラッシュメモリ
２８　　　ＲＯＭ
２９　　　ＲＡＭ
３０　　　キー入力部
３１　　　ＣＰＵ
３２　　　シグナルジェネレータ
３３　　　ＶＲＡＭ
３４　　　Ｄ／Ａ変換器
３５　　　アンプ
３６　　　Ｉ／Ｏポート
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示されている並び替え先を素早く簡単に選択することができる。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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